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（昭和十七年七月十七日受領）
小　　畠　　信　　夫．
　　　　　　　　　　　　　　　竈　　　　　言
　江原道商部に褒達せる古生代合炎系の來端は寧越郡を臆断して忠清北道に入り，丹陽
郡に至りて一度花薗岩により中断せらる』も，再び慶南北道聞慶郡にその末端の現はる
』ことは既に古くより知られたる座なり。］〕・割近年聞慶炎田を始め三渉，寧越等の炭田
の開褒せらるLに從ひて，その中間厘域たる丹陽地方の炎田に於ても，一通りの調査は
行はれたるも，炎盾め露頭比較的貧弱たΦし爲，含挨后に大なる期待をかけ得ざるもの
とせられたり。最近に至り丹陽石炭工業株式會肚の設立を見次で開坑に着手するに及
びて，炭盾に関する局部的挿査の始まらんとする機運となれり。筆者は日本學術振興奮
學術部第21小委員會より援助を得て，昭和16，ユ7両年蕃期合して約1ケ月間合炭居を中
心とする＊炎田附近の地質概査を行ひたるを以で，勘乙丹陽炎田を中心とする地質に關
し卑見を述べんとす。
　本調査に當りてその調査費用を仰ぎし日本學術振興會の援助は元より，現地に於て種
々の便宜を與へられたる朝鮮纏督府地質調査所波多江信廣技師の御好意に封し厚く感謝
の意を表すると共に，調査着手當時より多くの御指導を受けだる恩師故中村薪太郎教捜
に親しく謝意を逆へ得さるは筆者の深く遺憾とする鹿なり。
　（参照地形圖5高分の1　丹陽，永春，黄江里）
　　　　　　　　　　　　　　　地　　　　　形
　丹陽郡は忠清北道の東北隅を占め，圭邑丹陽は漢江上流の左岸に位し京慶線上の一奏
屡次り。炭層を含む平安系は丹陽邑附近を西南端として東半に延び，永春地方を経て寧
越郡内に続く。而て葱に丹陽炭田と積するは5万分の1地形圃丹陽號中に包括さるム合
炭系の踵域を指す。この地は古來京城方面より慶筒北道北部に通する道路上の要衝にし
て，西は忠州清州に至り，東南は竹嶺（689m．）を越えて慶簡北道楽州午達す。四国山を
鏡らす地域内には辛夷地少く，東浦部を劃するは小白山脈にして，1300－400m．の高岳
峻峰は慶筒北道忠清北道の道界に二大堵壁を形成せり。酉選を南北走する錦繕山（1015
固．）の連峰は東面に珪岩の岩壁を連ねて漢江岸に至り，更にその徐波は江の南岸に沙峯
（879m、），龍頭山（998m．）の山藁．となる。勘ち東より南に饒らす片麻岩或は花開岩の犬
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山塊は何れも雄大なる地貌を呈せるも，その内側に固まれたる一古生代及ぴ中生代の岩居
は，その堆盾の分布及び地質構造に支配されて，狭長に細断されし地片は，それぞれ山
勢崎NE－SWに並走し，石文岩地内に於ても一般に侵蝕未だ十分に進まずして縄て比
較的舵年期の山容を示し，僅かに錦繍山東麓の赤城面内に稲平坦面を残せるに過きず。
花闇岩地域内は特有の水蝕作用によりて所謂丹陽八景の奇勝を作れり。水系として見る
べきは漢江にして，小規摸の蛇行流路をとりつ』，支流竹嶺川と共にその沿岸に僅かの
河床沖積盾を残すに過きず。
　丹陽邑に於ける高度は海抜約129光なり。
　　　　　　　　　　　　　　　地　　　　　質
　上述の如く・丹陽炎田地方は江原道炭田に繍くものなれば，その地質系統も略両者同様
の順序にありて次の如し。
　　　　6沖　　穣　　居
　　　　5花曲岩及び火成岩類化部修羅紀？）
　　　　4大　同　系（下部保羅紀）
　　　　3不　　安　　系（石炭二塁紀）
　　　　　　　高　坊　山　統
　　　　　　　寺　　洞　　統
　　　　　　　紅　　店　　続
　　　　2朝鮮系（寒武奥陶紀）．
　　　　　　　犬・石文岩統
　　　　　　　陽　　徳　　統
　　　　1片　麻　岩　系（先寒武利亜紀）
　I・片腕岩　系
　主として花筒片麻岩より成り，所言軍先寒武利亜紀の商句麗花筒片麻砦にして小白山脈
一帯の地域に旗く分布す。竹嶺街道に滑びでは黒雲母に富み～或は粕ホルンフェルス化
せる縞を有する細粒の準片麻砦の部分を女へたり。著しく剥状構造の襲達せる部分と然
らざる所とあり。上位の陽徳統に近き部分は時に梢斑状を呈し，白雲母及び角閃石を含
み花開岩に返し。一般に剥離面はN亙一SWの方向をとり地域の構造方向と略一致す。
大闘面龍夫院里親基に於ける竹嶺川の河床にありては，陽徳碗基底の珪岩とは殆んど整
合の如く見え，境界より約20米の間は優白質梢剥状の石英に窮める部分あるも，以下は
通常の正片麻岩に移る。鹿々に牟花開岩の岩脈に貫かる。
　II．靱　　鮮　　系
忠清北道丹陽炎囲附近の地質
　1．陽　徳　統
　基底の珪岩居及びその上位の頁岩居に分つ。
　4．珪　　砦　　居
　片麻岩の片理と略平行に本統の基底をなす珪審あり。珪岩は細粒緻密又は中粒堅硬に
して片麻岩地帯の縁蓬部に断崖と渡りて痩綾し遠望よく之を認めう。一般に層理不明瞭
底るも，時に白色珪岩の圓礫の砂粒にて膠緒されし礫岩秋の部分あ㌧厚さ比較的一様
にして1oo米前後なり。三砂炭田地方の柑山原〕に相當するものなり。
　13．頁　　岩　　居
　基底珪岩に整合して頁岩后あり。厚さ50－1OO米の青友色或は友黒色の千枚岩質頁岩
にて，一般に絹雲母を含み剥離性に富む。砂岩質の部分を女へ，且’3枚乃至4枚の白色
或は淡紅色の薄き石次号レンズあり。本居は東北部にてはよく護達せるも西南部に至る
に従ひ薄くなる傾向にありて，竹嶺断后附近にては殆んど鈍頁岩質部分は滑滅せるもの
』如し。されど断厨を隔て』は再び之を南に追跡しうれども，この部分となれば花開岩
の著しく爲にホルンフェルス化せり。江原道の猫峰盾瑚に當るもの注り。
　2．大石文岩統
　大部分は石次岩質の岩盾にして便宜上，上下の二部となす。
　イ．下　　部　　后
　右次砦及び石荻岩質頁岩の互盾にして，主に薄板献叉は剥状の友色乃至黒夜色の塊飲
或は梢結晶質の石次岩一を普通とするも，頁岩質の優勢なる部分も亦多し。下牟部中には
著しき白雲岩質の層準ありて，大闘面黄塵里部落北方の谷より斗音洞を経て薪基に至る
間は，粗糠晶質自色の白雲岩質石次砦の后は風化崩壊して約100米の幅の白砂帯とな一ゆ
特殊の景観をだして蓮縷し，かくまで風化せざるも塊状細晶質の同岩居は虜遣里より北
方にまで及べり。この特徴ある白色風化砂の居は西部屋域の堤川郡徳山面遺基里にも見
られ，丹陽面陽堂里に至る。漢江北岸赤城面下津里附近にも之に似たる岩質部を認む。
　東北部に於ける本居は主として絹雲母片に富む青灰色又は暗青緑色の千枚岩及び石次
号の薄板秋の互盾にして，犬歯面泉洞里附近に於て見るものの如きは，千枚岩を主とし石
文岩の1／：・ズを含み，平壌東部地方の陽徳統の岩相と殆んど異らすして，本地方の砦居
稿石皮質に富むの差あるに過きず。殆んど石文岩より成る部分も可成り泥質にて嬬畠械
石次号の后を挾めり。厚さ約600米に及ぶも，下位の陽徳統との境は明瞭ならざる塵も
多し。
　真．上　　部　　后
　犬石文岩統の上部累層の下部は砂岩猪とす。この砂岩襟は下位后群とは整合にして3
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枚或は4枚の友白色又は暗色の砂質珪岩波び砂岩を挾める千枚岩質石茨岩及び黒色頁岩
の累居底り。頁岩は衣色或は黒色にて泉洞埋，金谷里南部に於る如く最下位の砂岩上に
著しく護達せる厘域あるも，西南部に及ぶに従ひ次第に泥質石文岩に移化す。石次砦も
通常友色にて板状底り。下位より第三居に鴛る砂質珪岩は，次白色暗次色中粒堅硬にし
て5－O米の厚さを有し蓮続性ありて稽突起せる山稜を作ることあり。之を除肪る共循
の砂岩は概ね』2米を閉ですして膨縮常ならす，断続的なり。一般に白色脈状石英を女
へたる暗友色中粒の砂岩なり。本砂岩襟に石英脈状の筑白色珪岩の薄層ありて金谷里よ
り水村里に至る間にては，本擢の最上部をなせるも蓮綾性なし。
　今本砂岩裕を通覧して蓮続性ある砂岩は上記の第三居日のものにて（部分により下位
の砂岩の尖滅によりて二居目とも底る），この珪質砂岩は恐らく江原遣地方の銅店珪岩12j
に相鴬するものと者へらる。
　素木學土は三防炎旧南部に於亡犬石文岩統の中部盛噴石文岩帯に下部珪岩砂岩帯及ぴ
上部珪岩砂岩襟を分ち，上部の蓮綾性珪岩を主とするものに花折崎珪岩盾苅と命名され
たり。而て上長面南部に於肪る同學士の桂倣圖年見れば雨音に約200来の隔ゆあり。吉
村學士の寧越炎田調査コ2〕によ牝ぱ，黒色砂岩を含む上部花折居を下部犬石文后の最上部
（3d）とし，鋼店珪岩を大石文砦層上部の下底（4a）とせられたり。恐らく素米學士の下部
及ぴ上部珪砦砂岩標は夫々吉村學士の3d4aに化すべきもの底るべし。當丹陽地方の
砂岩珪岩袴は約15ト200米の間にありて，且比較的砂岩の数少く前記第三后の砂質珪岩
は銅店珪署と者へらるムも，之も堂洞里北部にては甚だ薄くなれり。下位の黒衣色の薄
き砂岩帯は花折居上部珪岩襟に相當すべきも，両者の間に境界を設けえす，一括して砂
岩帯となせり。而て上記の対比よりすれば，この砂岩群は奥陶系の基底及ぴ最上部寒武
利亜系に誇るものとな手。
　石灰岩盾は上部犬石文岩統の過孚を占めて下位の砂岩襟に繍き，岩し衝動等による地
膚の繰返しなきものとすれぱ，本屋域に於ては約工OOO米に達する厚さを有す。
　本累后の下部は友色又は黒衣色の孚晶質或は緻密なる板状且梢泥皮質石次号にて，嬬
島状及び愚喰萩石文岩を挟む。上孚は愚喰状著しき石文岩．及び泥茨岩石次質頁岩よゆ成
り，下部と同様次色及び黒夜色にて時に白雲岩質なゆ。．その中に暗赤色を帯びたる部分
は塵々に之を認めう。又丹陽躍より東方鐵路に滑へる堂洞里附近のものは淡紅色を帯び
結晶質にして，一北下盤に於ては裕淡紅次色中に黒紫色頁岩の斑縞を交錯し黄鐵鑛の微晶
を散鮎せり。一般に上位と底るに」從ひ友黄色泥友岩或は。寅岩質に推移する傾向に川へ
て，暗赤色の縞をなす部分を交ふ。以上の観察は東部匿域に於けるものにして，この唾
域の本層中よりは化石の採集を嵌くを以て，各暦群を襟化しえず，以上は単侭表面的砦
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相の特徴による分厨なり。一般にか』る地域の岩質には横1の蟹化頻繁にして・轟喰状・
嬬愚状，薄板状と云ぶも風化面上に於ける外観にして且局部的なるもの多く確然たらざ
る場合少しとせず。故にか』る状態の下に本盾を，夫ル他の地方の化石により精しく帯
化されたる地居と対比するは甚だ軽卒の嬢ひあるも暫く之を款過し，この．止部石次号后
は漢燃と斗務洞頁岩より斗園峰石灰岩厨2〕に至る間に相當するものとたす。
　奉炭田唾域に於ては上記の外に衝動に基き蟄日石支署盾が繰返し露出せり。．断層によ
りて境され且化石を採集せること少きを以て，果してそれぞれの衝動片の石文岩后が如
何なる暦準に相當するものなりやは俄に断定しえざる場合多きも，今その中の数個の部
分にっきて考察せん。
　広川里の北部に於ける東北に細長き部分は蠕星状石文岩著しく，友黄糠色又は赤友色
頁岩の薄層と互暦し，風化の爲石皮質部分の消失せし後には頁岩の細かき捧屑を地表た
散在残留するに至る。同様の頁岩屑は道田里の対岸なる古音洞より琵吟山の西南部の斜
面にかけて廣がれり。之等は恐らく犬石文岩絞上部ならんも，他地方に於ける上部寒武
利亜系の岩相と甚だ似たる鮎あ”
　丹陽面外中里より九尾里，高坪里方面に分布する石灰岩后は，花開岩の影響大にして
或は珪友岩を女へて周澄部は殆んどホルンフェルス化せり。この匿域には既述の如く東
部斗音洞地睡と同様なる白色白雲岩質石文岩砂襟ありて，見掛上この砂帯の上位に黒衣
色中粒堅硬なる薄き砂岩后及び千枚岩質石文岩あり。筆者はこの地域の石文岩地帯の大
部分は未踏査なるを以て，この事費より本石文岩盾群は下部大石文岩統に當ると速断は
しえざるも，少くともその凝を懐くものなり。
　俺丸尾里西部の竣峰の周国及び北の漢江曲流貼附近の両岸に於ては，花開岩の爲に変
質著しく山蟷の珪岩の下は主に白色結晶質或は梢女色塊状板挟の石次号にして，ホルン
フェルス質の岩層と互層し，大部分は犬石文岩統に属すが如きも，蓬総部は犬石文岩統
ρ愛實部としては，假にその中部の砂岩帯と見るも絢著しくホル：／フエルス及び砂質岩
に富みて殆んど石次号を混せずして時には薄き炭質部を挟み，寧ろ変質卒女系又は保羅
系の如き観あり。之亦將來の調査閲明に侯つ。
　刈谷里衝上以西の虞き石文岩の部分は梅浦面上津里に於てほ粗粒糖晶質の剥脱石旅岩
或は千枚岩質にして一般に友白又は青衣色にして黒紫色の縞を有し，犬石文岩絞上部底
るべし。梅浦面道田里南方の漢江岸に於て上位の紅店統との境に哲き泥皮質岩中より
（産地A）
　　　　Ortbis　nipponica　Kobayash三．
　　　　Ra石nesqu…na　chosensis　Kobay鴉hi．
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　　　　Gastropod．
　　　　CephaIopod．
を出し，大石文砦統の最上部，帥ち斗園峰石文岩或は織雪山頁岩に属する中部、奥陶紀な
る事明か底り。
　古音洞の西，江岸の修羅系の礫岩と接する附近にては頭足類の破片を得（産地Il）。丹
陽邑路蜆下の竹嶺川の河床にはMacIu㎡tes含まる（産地C）。
　花開岩との接鰯鐘質部に於ては，丹陽面大苓里に見る如く珪友岩，柘榴石，糠簾右あ
緒品を生じたり。
　III．雫　　安　　・系
　主要合衆居にして紅店，寺洞及ぴ商坊山の三統より成る。
　　1．紅一　店　　統
　特徴ある赤紫色，暗赤，青緑或は糟糠友色時に黄補色の頁岩又は砂質剥性雲母質頁岩
を空とする累居にして，奥陶紀石文岩上に。非整合に分布甘る事他地方の両者の關係と変
りなし。頁砦は犬闘面基村里，中里方面に見る如く，移しき雲母片を含み青緑色雲母片
岩赦となり或は白色粗憲の石英砂岩を挾む。本統の上部帥ち寺洞統に近き部分に数枚の
友白色の石文岩1／ンズあ）。之等の石文岩中には茨色チャートを鮎在し且海百合の童を
一有するも未だ有孔患を見ず。石茨砦の多き部分は徳筒里，古晋洞附近にしてり殊に後者
にありては約20米の厚さにまで嚢達せるものは相當の連続性を示せり。琴村里に近き鐵
路に渦．びても多くの露出あり。本統の厚さは部分によりて相異り，大約150米より400米
に及ぶ。
　2．寺　　洞　　統
　等洞銃は黒色頁岩及ぴ砂質岩を主とし，本腿域に於ても主要爽衆后たり。頁岩は一般
に黒色紙密にして雲母の細片を含む。粗粒或は中粒の砂岩も卒概して黒衣色を帯び，紅
店統は勿論，高焼山続の砂岩類とも稿趣を異にす。寺洞統の下部に於ても赤黒衣色扁互
扶の石文岩群あゆて屋黒色チャートの破片を有し，紅店統の友白色石文岩と匿別さ乞。
長村里よゆ後谷里に通ナろ小径に滑びでは，海百合め破片の散在せる本統の石灰砦は犬
一小6枚を教ふ。表后は上部に2枚乃至3枚あるもの』如きも，露頭にて検するは著しか
らぎる場合多し。最上部或は主要炭層上位の黒色頁岩中には古藪里に於て，
　　　　A㎜ula由Ψ
　　　　Pecopteds　sp．
　　　　Tingh　Ham唱ucbii　Komo
　　　　Cofdaites§P．
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　　　　C2rpo正ithus　sp．
筆の化石を有する居あり（産地D）。
　西南部花筒岩地帯にては，本統は紅店統と共に饗質して殆んどホル．ンフェルス化せ
）。総厚は徳商里の奥にては250米を越ゆるも，その他にてはユ50米乃至200米穆塵な少。
　5．商坊　山　統
　丹陽炭田に於ける高坊山続の分布は比較的少くして二條の帯状をなすと難も，何れ一も
その末端は衝上の下に隠れて尖滅せり。高坊山統の基底はひにても同じく白色中粒或
は渕粒の石英砂岩居にして1O－15米に及ぶことあり。石英粒は時に著しく糧と汝ゆ礫岩。
質となる』堅硬にして断崖或は峻稜となり連絞する場合多し。この基底砂岩以外向砂岩
群は数個ありて本統特有の餓々たる地形を呈せり。頁岩は黒夜色友黄色帯紅茨黄隼にて
一般に雲母片を含む。帯紅色及び旛色の部分担一見紅店統の頁岩を想はしむるも，本統
の頁岩は紅店統のそれの如く紫色調を帯びるもの淀きを特徴とす。下底の砂岩裕中に・は
黒色頁岩と共に極めて薄き炭居を爽める部分が，漢江岸の街道にて認めらる』のみにて，
聞慶炭田に見る如き1釧本統中の炭厨の著しき譲達はなきものム如し。
　未だ植物化石の顕著なる居を護見せざるも，奉村里附近に於ては下部砂岩静直上の黒
色寅暑中にPeoopte由sp．あり（産地並）。吉音洞の東部にては紅店統との衝上商に近き
位置より下側iopte㎡s　sp．，PecOpteris　sp、を採集せり（産地F）。
　高坊山統の厚さは600米に及ふべし。
　IV．未　　同　系
　下部保羅系にして江原道に於ける盤松暦なリ。分ちて上下の二部分となす。
　4．基底礫岩居
　漢江に滑びでは約350米の厚さを有する特徴ある礫岩盾にして，古期岩居とは不整合
關係にあるも，本炭田に於ては両者は多くの場合衝動を以て境せらる。上津里の江岸に
て見るに，本礫岩厨の下半部絢170米は空として旛色を浴び，淘汰茜だ不十分なる白色
珪岩，石英砂岩の圓礫にして犬次・るは直径30纏を越え，其他に青黒色砂岩及び頁岩片，
稀に隷色チャ｝ト礫を有し旛色の砂泥物質にて膠結さる。総て礫は卒女系の岩屑の如く
片肺1岩又は右左岩の礫を見ざるは著しき特徴な㌦
　上年約180米は，中に二三の砂岩に富む部分あるも大部分は下牟と同様の礫の青衣色
の膠縞物にて固結されし礫岩たり。広川里にては稀に石板砦礫あり。上下面牟のか』る
岩角の相違は平壌大聖山の大同系の基底礫岩申に認めらるム状態に酷似せり。大聖山に
於ては諸色礫岩は一般に下底部に多きも街爾肴混在して局部的に沈積居の赦態或は材料
を異にするもの∫如し。本地域化於ても同様に局域的のものなりや，又は全般的に沈積
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状態の特徴として認めうぺきやは速断し得ざるも，恐らく著しき風位的特性とは認めえ
ざるべきも，繕色部は比較的礫岩居中の下部なりとする程度に者へて可なるべし。
　肌砂．岩及頁岩の互厨
　下部殊羅系の上部は砂岩及ぴ頁岩襟なり。勘ち前言草礫岩屋の上位は白色青灰色の中粒
堅硬なる石英砂岩を空とし約100米あり。綾く250米は黒色頁岩を空として，一6，7傑の薄
き砂岩を女へ，粗悪なる炭居あり。更に上位は黒色頁岩の薄居を挾める白色石英砂岩に
して厚さ約60光なり。甑島里附近の江岸にては空として黒色頁岩の露出にしてその中の
擾勧部（恐らく断居によるものなるべし。）には遅々薄き炭后の絞出しを見る。又漢江右
岸の鐵路滑ひの砂岩頁岩の互居も亦無1煙炭を有し，
　　　　Podozamites　lanceolatus　LhdI．＆Hutt．
　　　　Czekanowskia㎡gida　Heer．
　　　　Phoenicopsis　sp．
の化石帯あり（産地G）。
　以上の下部徐羅系姓漢江を挟みて両岸をNE－SWに伸び，竹嶺断盾により一皮断たる
ムもその綾端は斗岳山沙峯龍頭巾彙の大部を占め彪大なる厚さに達し約2000米に及ぶ。
両てこの厘域には下底の礫岩部を鉄き一部赤ルンフエルス化せる頁岩及砂岩の累厨底
ゆ。黒色頁岩は華だ炭質部に富み土状になれる部分多し。陽堂南方の山頂近くPodgza－
mitεs　lanceolatus　Lindl．＆Hutt．の化石を産す（産地H）。
　愉檜山里南々西の山稜下に黒鉛の眉・ありて，石灰岩暦に接する蟹質砂岩頁岩の互厨中
に存し，恐らく保羅系の炭質部が熟蟹實を受けて黒鉛化せるものと者へらる』も，斗岳
山南縁の一部には保羅系に接し狭き寺洞統あり（山蹟の南端にホルシフエルス中に薄き
石灰岩あり。恐らく寺洞統と考ふ）。寺洞統及ぴ一保羅系の蟹頁岩は甚だ匿別困難なるを
以て，この黒鉛も或は寺洞統の衰居の愛化せるもの底るやも知れず。
　本産域に於ける保羅系の厚さは異常なるも，累暦は纏てNW，6ぴ一50。にして互に岩
質の饗化を見ず。構造的に地居の繰返しなしとせぱ，相當保羅系の上位まで褒達せるも
のと者へざるべからす。個し西南方毛女時近傍にては脈岩に從ひて石次号の小露頭あ
り。平安系の一部が衝動面に滑ひて現れしものなるべし。
　．V・．火　成　岩　類
　4．花開岩　慶簡北道聞慶郡北部に亙り廣Iく露出する中粒の黒雲母角閃花開岩の一部
なり。本化聞岩は大同系堆積後の噴超にして，本城に於ではその接する艦てめ岩居に変
質を輿へ，又本岩と密接なる關係にある亘晶化薗岩脈は九尾里，北上里或は下津里に於
て鱗雲母，チ：／ワルド雲母。．クニ／タル石等の鑛床を作れり。
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　8．珪長岩類　犬闘面古藪里附虹の犬石文砦統及ぴ紅店統中に移しき珪長岩の岩脈或
は岩床の群あり。白色細粒乃至緻密の石理にして時に長石」及び稀に石英の斑晶を有し，
厚・さ1－10米に及び大部分は上記の両統中に限り而もこρ厘域にのみ避入せじもの底り。
岩脈の右向も一階地居の走向に一致し，或は衝上面に滑へるものあるをμて，迷入期も街
よ生戒後に係るものなり。
　他の酸性砦類は孚花蘭岩脈と毛女時に於ける石英斑岩なり。
　ハ．基性岩脈は輝石斑岩又は煙斑岩にして，暗色細粒且細脈をなして空として石次署
地域内にあり。
　VI．洪　　積　　后
　河畔堆積の砂礫なり。但し丹陽邑背面の小丘の平頂部及び対岸下津里北部の斜面にし
て，共に約260米の高度の厘域に局部的なるも，人頭大より小磯に至るまで犬小雑多の
白色珪岩の完全なる水飴圓礫の居あり。比較的薄く散在せるも愉漢江の蓄河床め褒礫な
るべく，現在の河床とは140米の高度差を示せり。
　　　　　　　　　　　　　　　　地質構違
　丹陽炎囲一帯は，江原道より全羅南道に亙る所謂沃川地向斜地域内の沈積盾にして，
その地居の著しき特徴は各岩居のN正：一SW，即ち支那方向の帯状の排列と衝動による地
居の反覆なり。換言すれぱこの方向をとり西に傾斜する数個の衝動とWNW一亙S皿の断
居運動の結果なり。花1謁岩塊附近或は断居近くには地居の部分的揮飢あり，且一般走向
の方向に軸を持つ小幅曲は認めらるムも，之等は概ね一局域的にしてそρ他の著しき榴曲
を認めす。恐らく北酉部よりの戯魔力が，花開片麻岩を主騨とし深き根盤を張る太古期
大岩塊の箆に支へ避られて，片麻岩及ぴ後期岩居の擾縁部に衝動の集中を招來せしもの
ならん。次にその衝動の著しきものを撃げんに，
　1．刈谷童街上　（以下筆者假構）
　寧越の南部よゆ南西走し來り，刈谷里を通り丹陽近く漢江対岸の下津里まで直走し裁
にて竹嶺断居の篤に移動さるムも；再び丹陽邑の面より沙峰龍頭巾彙の西側を凹凸線を
描きっム筒南西走するものにして，本地域に於ては俸羅来上に大石次号統の衝上せしも
のなり。下津里の竹嶺断后との會合離一に於ては，約NW30。の傾斜を示すも江岸に於て
はN80。亙，NW70。，或は赤城面文律里にてはN50。厄，NW6びと者へらる。
　次に域内の平安系の分布は卒行せる三帯となりて露出す。」その中両側のものは夫々奥
陶系と非整合なるも，中央の帯は衝動に饒囚す。帥ち
　z基村里衝上之にして，漢江岸徳川里を通り，基村里古藪皐間にありては紅店続
が高坊山続上に衝上し，方向は略NS，傾斜W45tして，数よりN正一SWに樽向し松
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蜆街上面下に没す。
3．松蜆街上　衝上地塊は奥陶紀石文岩，被衝動地塊は不安系なり。北方松蜆より古藪
里を過ぎ夫々高坊山，寺洞，紅店絞上に衝上し，更に南部に至ゆては高坊山一，寺洞統を
覆ひ，竹嶺断后を越えて長村里より徳箭山斗岳峰間の峠を過ぎ花嵩岩上に終る。衝動面
は古藪里の谷の入口にては比較的緩くNW20。一30。の如き・も，他の延長部に於ては概
ね40。．より50。の間にあゆ。
　4．古藪里眼衝上　保羅系の卒女系及び大石文岩絞上へρ衝上にして，北部にてはそ
の衝上面は保羅系の基底礫岩中にあるも，南部に至るに從ひ礫岩は尖滅し，面は砂岩頁
岩の累居中に移行し，龍頭山の東腹を桟ゆ花開岩に切られつム聞慶郡内に延びたク。
　上述の4衝上は最も著しきものなる一も，更に岩居の分布より観て衝動の想定さる』も
の参り。・その1を，
　5．古藪里東衝上　と構す。他の寺洞統は皆相當の厚さを有するも，古藪里に於ける
本統は例外に狭長にして50米に充たざる部あり。而てその中の炎后と高坊山統下崖の石
英砂岩との關係より見て両統は略正規の順序にあるを以て（大部分ほ」見正しき順序だ
て，高坊山統の基底石英砂岩の下に含炭寺洞統頁砦あるも，この基底砂岩は南すれば寺
洞統と交支する如き傾向見ゆるを以て，然る時は寺洞統の両側に衝動を者へざるべから
す。附画参照），寺洞統と下位の紅店統との間に當撚不連続を考へ一ざるべからナ。面の傾
斜はNW35。＿45．
　6．広川里衝上　丹陽邑背後より広川里に至る犬石次号統の寺洞統上への衝上なり。
約NW50。の傾斜なり。
　更にこの陸域にありて，東北方より徳筒里まで蓮繍し來れる相當厚き紅店統は竹嶺川
の左岸には現れナして，寺洞統の黒色頁岩は直接に大石灰岩絞上に乗れり。その間約45。
の衝上面を豫想せしむ。この衝上存在せばその他の端は斗岳山の南側に緩くものなるべ
し。
　古音洞附近に於ては犬石文岩統中に海百合を含む石灰岩を件ふ紅店統の暗赤色の頁岩
雲母質砂岩の挾まる』あり。その他に保羅紀礫箸中の大石灰岩統の小露頭，或は礫皆の
ノド塊の古期岩后中に現はるムものあゆ．て，之等は纏て圭街上に件ふ副衝上に巌因するも
のならん。
　本地域の礫岩后と犬石文岩統との關係に就き言及せんに，一部分は勿論不整合底らん
も，漢江の岸にて見うる如く礫岩の厚居中或はその上位の砂岩頁岩群中には破確帯が所
々に存在し，走向断居又は衝動作用の存在が明かに看取せらる。江原道の盤松盾の基底
礫岩は甚だ膨縮常次く時には全く之を鉄く事は夙に諸氏I0パ～工2化一謔阨?ｺられたる産に
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して，鈍で沈積當時の原地形に原因するものと見微された～丹陽地方の礫岩の尖滅膨
傭は沈積環境に由來し，構撞的のものならナと見る者へも元よウ首肯し得るも，礫岩中
には繭述の如く多くの走向断居の存在を豫想しうる艶・礫岩厨が下位の古期岩盾に封し
著しく傾斜不整合的に接する臨，或は更に一般に，基底礫岩と基盤岩居との間は接着の
度疎にして（殊に非整合の場合），歴力により比較的滑動を生じ易き事は卒壌附近め大同
系にも見らる』現象にして，之等の理由より筆者は基底礫岩の下の前記古藪里蜆街上を
期待するものなり。小林博士目〕も嚢に盤松居につきてそ一の基底礫岩下の滑動に言及し，
礫岩の下底に赤色叉は諸色の角蟹砦の后を認めらるムも，営厘域に於ける下部の結角礫
砦は著しき角蟹炊を呈ぜず。
　九尾里及ぴ毛の対岸に屹立する時代未詳とせし珪岩は，白色中粒梢剥離性あ句て雲母
の多き部分は石英片岩状をなし，厚さ1OO米以．止にも及び堤川丹陽郡界を北走す。殆ん
ど未踏査厘域本るも漢江左岸に見る産にてはWSW20。一30。，時には水平に近き緩傾斜
を以て石次号或は蟹頁岩上に乗り叉は花開岩に接するを以て衝上の凝多し。
　本地域を斜断する竹嶺断層は，竹嶺峠を通りN65．Wに走り丹陽邑を戯吻て下津里に
至り筒連嶺するもの干して，断后面の傾斜はS70。なり。本断盾により地厨は現在地表
午於て・1200－1300米東商へ水不移動を生じ著し奉曳沼吻の跡を地歴の排列に残せり。
その最初ρ機構は水準断盾なるか，或は傾斜垂直断居なりしやは明カ咋亭ざるも，何れ
にしても断裂連動は急激に生ぜしものた非ナして，比較的緩鰻に連続せる鰹力の下に超
れるものと想像レう。竹嶺曝東に於ては梢剥離性の女色花開片麻岩は，約30cm幅の石
英片を浸する破弾帯を隔て』擾勧せる砂質千枚岩に接しその面はN65．W，SW85ヤし
て，下津里にてはN60．W，SW70。の滑面あゆ。筒遠坪里北の本断后の通過駐と推定さ
るム位置附近にては，石次砦中にN75．W，N亙75。の角蟹砦の細帯あり。恐らく竹嶺断
后に件ふ副断居なるべし。故に本断后面は現在にては北或は南に或程度の凹凸をなせる
のもム如し。
　この外に断盾として認めらるムものには，門内洞に於ける陽徳統の基底珪岩の移動よ
ウ考へらるム五N二E－WSWの断居にして北側地塊が欄南西に斜落せし赦態を呈す。丹陽
課構内だても，N50氾，NW70。の断居あり。而て他にも石文砦中には断后の存在すべ
き破確部戎は擾観部あるも（例へば遠坪至近くの街道に見らるi如き著しき場合あり），
その性質．及び正確なる蓮繍先を突止むるに至らす。漢江岸の保羅系中に見る薄き石炭の
溜りを伸びし断居の如きも同様追跡困難なり。
　要するに西北部よゆの歴月俸表居地盾に多くの断裂を來せしも，そめ大部分は比較的
調部に止りて，それ等は地表近く一に於て小規模の衝動叉は断居となりて幾回もの地層の
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繰返し累重を生じ鱗片構造に護達せしものならん。而て本地域の衝動面の傾斜は一般に
犬底るも，之恐らく衝動後の地層の傾斜に因るものなるべし。
　之等の地殻運動の時期は勿論下部保羅系後にして，衝．上に於ては下位のもの程合しと
見るべく，．最も新しきは刈谷里歓止となる。而て竹嶺断居は衝動を野せる地殻連動の一
先づ完了せる後に生起せるものにて，花嵩岩の迷入が僅かに先行せしものに非ざるか。
江原道に於ける造山運動は洛東期前とされしかぱ，5〕この地域の衝動期も之と同時代な
るべし。
　　　　　　　　　　　　　　　詰　　　　　語
　丹陽炭田には次の如き地質系統を見る。
　w．沖　積続　　砂礫
　V．火成岩類　上部保羅紀？
　　　　花開岩，珪長岩，扮岩類
　w．大同系（盤松居）　下部保羅紀
　　　　　　砂岩及び頁岩　　　　　　　　　　　　400m．一ト（2000m、？？）
　　　　　　基底礫岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　350m．
　1．卒　安　系　　石炎二盤紀
　　　　3．高坊山統　　砂岩頁岩　　　　　　　　　　　　600m．
　　　　2．寺　洞　統　　頁岩砂岩石文岩レンズ及び炎居　　150－200m・
　　　　1．紅店統　頁岩砂岩石文岩レンズ　　　150－400m．
　I．朝　鮮　系　　寒武奥陶紀
　　　　2．犬石灰砦統
　　　　　　上部厨
　　　　　　　石次号，泥友岩頁岩　　　　　　　　　　　　　　1000m．
　　　　　　　石文岩頁岩砂岩　　　　　　　　　　　　　　　　150m．
　　　　　　下部暦
　　　　　　　石文岩石皮質雲母千枚岩自雲岩　　　　　　　　　600m・
　　　　1．陽　徳　統
　　　　　　頁岩石文岩レ1／ズ　　　　　　　　　　　　　　　100m・
　　　　　　珪　　岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100m．
　I．片麻岩系　　先寒武利亜紀
坤質構造圭として衝動により現在の地層・の排列を來し，衝動の方向は西北より東商
に内へるもの，時代は中部傑羅紀末より上部傑羅紀初期。
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　主なる街上は下位より’
　　　　　基村里衝上
　　　　　古藪里東衝上
　　　　　松幌街上
　　　　　広川里衝上
　　　　　古藪里蜆街上
　　　　　刈谷里衝上
衝上面は大約40。一60。，西北に傾斜す。’
　断居の大なるは竹嶺脹盾にして方向は西北一東南，南落ちにして地居に著しき曳摺り
を生じ，現在の水卒轄差は1200－300血に及べり。時期は花開岩噴趨の直後なるべし。
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